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•
i

現
代
の
統
副
學
が
A

ロ
統
11
の
解
析
を
中
心
と
せ
る
政
治
莫
術
に
源
を
發
し
た
こ
と
は
改
%
て
言
.ふ
ま
'̂
も
な

ハ
。
人
ロ
屌
象
っ
^
 

明
が
特
に
統
計
的
方
法
に
依
賴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
は
、
人
口
な
る
も
の
が
常
に
社
會
的
集
團
的
數
量
な
る
こ
と
か
ら
し
て
明
か
で
あ 

り
從
つ
て
統
勣
學

が

と

の
方
面
か
ら
發
達
し
.た
と
と
も
全
く
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
^
に
於
け
る
人
ロ
觸
查
法
の
驚 

異
的
進
步
は
益
々
資
料
の
盤
備
を
齎
し
、
凡
ゆ
る
統
計
部
門
の
'ぅ
ち
最
も
顯
著
な
る
地
位
を
占
め
る
に
至
つ
た
。
凡
そ
人
口
は
國
家
存 

立
の
中
心
的
翁
礎
で
あ
り
、
こ
れ
が
研
究
の
重
要
さ
は
、
時
と
典
に
增
大
す
る
と
と
は
あ
つ
て
も
-
決
し
て
減
殺
、さ
れ
る
こ
と
は
な
い 

の
で
I

。
特
.に
近
年
•に
至
つ
て
、
過
剩
人
：ロ
、
出
生
率
低
下
、
人
口
の
都
市
集
中
、
國
民
體
位
の
低
下
等
の
由
々
し
き
問
題
が
續
出 

し
、
.朝
野
の
關
心
を
惹
き
つ
、
あ
.る
と
と
.は
•周
知
の
通
り
で
あ
る
。
更
に
戰
爭
の
及
ぼ
す
重
大
な
影
響
を
一
考
す
る
な
ら
ば
、
現
下
の 

時
局
は
人
口
現
象
上
の
一
大
轉
換
期
.に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
る
べ
く
、
現
に
未
曾
有
の
大
戰
■

驗
し
つ
、
あ
る
我
國
も
、
支
那
も
、 

歐
洲
諸
國
1

、
.戰
矫
終
.了
の
曉
に
は
著
し
い
.程
度
に
、
或
ひ
は
根
本
か
ら
、
異
つ
た
人
ロ
-狀
態
を
示
す
把
.至
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
じ
て
そ 

れ

ら

の

變

化

は

そ

れ

が

最-̂
有
爲
な
狀
年
舆
子
め
喪
失
と
い
ふ
由
々
し
い
理
由
に
寒
く

も
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る
.點
■に
於
て
も 

國
家
に
.と
つ
て
不
利
な
‘る
性
質
の
も
の
た
る
と
と
は
疑
へ
な
い
。
即
ち
起
る
ベ
き
弊
害
を
最
小
限
度
に
止
む
ベ
き
方
策
は
今
か
ら
、充
分

ユ
.
ベ
ル「

テ
书
ク
ラ
フ
ィ
ー
々
'-

衞
生
統
計
^
關
す
る

，
講
義
し 

一.
ニ
.一一
 一

.
(

入
六
九
ノ
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ユ
べ

..ル

_1
ァ
'モ
グ
ヲ
フ
ィ
ー
ミ
衞
生
紘
計
に
關
す
る
講
義

」

r
l
四

0
八
七

0〕

.

_ 

-.に
廻
6
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
， 

,

•
 

■

こ
れ
が
爲
贮
人
口
統
計
の
盤
備
と
そ
の
正
し
い
解
釋
と
が
不
可
缺
.の
前
提
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬX

J

と
は
言
ふ
迄
も
な
.い
。
.今
日
の
人 

ロ
調
査
は
、
上
述
の
如
く
、
他
の
調
査
に
比
し
て
一
段
の
進
步
を
遂
げ
.て
ゐ
る
が
，
素
ょ
り
改
#
.
の
餘
地
は
極
め
て
多
く
、
M
に
そ
.の 

.
解
析
に
至
っ
て
は
益
々
多
く
の
努
力
を
.必
要
と
す
る
。.
こ
の
秋
に
會
.っ
：て
入
ロ
銃
計
贮
關
す
る
ー
ヶ
の
劃
期
的
著
作
の
出
現
し
た
こ
と 

は
特
に
報
告
す
べ
き
價
値
あ
る
も
，
の
で
あ
る
。

r 

.
 

•

註

我

國
で
も

最
近
次
の
ニ
著
の
刊
行
を
見
た
。
何
れ
も

注C
：

す
べ
き

好
著
で
あ
っ
て
、
私
は
次
の
機
會
に
紹
介
の
勞
を
執
り
た
い
と
考
へ
て
ゐ 

る
。

_

■

S
 

.

塚
原
仁「

人
口
統
計
.論」

千
倉
®
房

.
(

2

)

秫
惠
海
1
農
家
人
口
の
硏
究〕

日
光
書
院 

-
■

ユ
ベ
ル(ffiuber. 

M
o
の
•表
記
の「

デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
衞
生
統
計
に
關
す
る
講
義」(coprs d

e
d
6
m
o
g
r
a
p
h
i
e et de 

statistique 

sanitaire)

は
、
著
者
が
一
力
一
一
三
年
か
ら
三
三
年
ま
で
巴
里
大
學
統
計
硏
究
所
で
行
っ
た
講
義
を
纒
め
た
も
の
で
、
豫
定
で
は
次
の
六 

一

册

か

ら

成

る

こ

と

に

な

つ

て

ゐ

る
。 

.

| 

1
.
Introduction 

妒lmtude 

des statisti Que 

ユIs
o
w
r
a
p
M
q
u
e
s

s.sanitaires. •1938
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statistiques 

sardtaires.

6. 

Tables de mortality 

日 ouvement &turel d

crnedopulation.

そ
し
て
右
の
順
序
を
追
つ
て
一
'九
三
八
年
以
降
、
巴
里
へ
ル
マ
ン
書
房
の
著
名
な
叢
書Actualit€s scientifque

.wet 

industrielles 

に
收
め
ら
れ
て
居
り
、.
現
祖
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
最
初
の
四
册
で
あ
る
。

著
者
ユ
ベ
ル
が
佛
蘭
西
に
於
け
る
人
口
統
計
學
の
互
星
た
る
こ
と
は
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
.も
な
い
こ
と
で
、
そ
の
舊
著「

戰
時
の 

佛
蘭
西
人
口」

(
L
a

 population de la 

France 

p
e
n
d
a
n
t

ぼg
e
r
r
e
)

及
びr

佛
蘭
西
人
口
、そ
'の
發
展
と
將
來」

(
L
a

 

population 

de la 

F

.Nance, son Svolution et ses 

perspectives) —

こ
れ
は 

B
g
l
e

 

及
び 

B
o
v
i
t

 

兩
氏
と
の
a，
ロ
作
で
あ
る

——

は
、
郇
蘭 

西
人
口
の
研
究
に
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
好
著
で
あ
る
。
今
囘
の
新
著
は
旣
に
述
べ
た
通
り
氏
の
長
期
に
.直
る
講
義
そ
の
も
の
、
織
刻
で
あ 

る
か
ら
、
類
書
に
較
べ
て
著
し
い
特
徵
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第一

に
、
主
題
に
入
る
に
先
だ
つ
て
、
人
口
統
計
の
取
扱
ひ
方
を
說 

.明
七
た
と
と
で
、
.第
一
册
は
全
部
こ
れ
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
一
ー
は
人
ロ
統
訐
に
關
す
る
殆
ど
凡
ゆ
る
問
題
を
網
羅
し
た
と
と
で
、
 

從
來
の
部
分
的
斷
片
的
著
作
に
望
め
な
か
.つ
た
ー
ヶ
の
體
系
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。，

い
ま
各
卷
の
內
容
を
窺
ふ
に
、
第

：

一.

册
は
右
の
如
く
統
計
的
方
法
一
般
0
說
明
で
あ
つ
.て
、
-統
計
の
獲
得
即
ち
統
nt
調
査
と
、
統
訐 

の
利
用
即
ち
解
析
の
概
要
を
極
め
て
簡
單
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
度
數
分
布
、
時
系
列
、
相
關
々
係
、
同
種
及
び
異
種
の
統
計
系
列
‘
 

の
比
較
等
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
が
、
人
口
統
肝
の
解
析
に
屢
々
利
用
さ
れ
る
各
種
曲
線
の
說
明
の
如
き
も
の
.は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
五
十 

頁
前
後
の
ス
。へ
ー
ス
に
と
の
種
の
：知
識
を
盛
る
こ
と
は
素
々
無
理
な
註
文
.で
あ
る
が
、
も
ぅ
少
し
の
エ
合
は
出
來
た
.の
で
味
あ
る
ま
い 

か

.0
併
し
た
と
へ
こ
の
程
度
で
も
、
第
一r

册
以
下
の
銃
評
的
分
析
の
過
程
を
一
應
理
解
す
る
に
は
略
々
足
り
る
で
あ
ら
ぅ
。
な
ほ
と
の 

.第
一
册
の
胃
頭
に
、「

デ
モ
グ
.ラ
ヒ
ィ
：1
と
は
人
口
、
.或
ひ
は
；；り

1'

般
に
忱
人
間
集
團
の
.研
究
へ
.の

統

訐

的

方

法

の

適

用

で

あ

る」

广 La

 dgmographie est rappHcation'des mgthodes statistiques 
 ̂s

t
u
d
e

 des 

population 

ou, plus 

g

fDVnsralemeat, 

des

ユ
べ
ル「

デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ぞ
衞
生
.統
計
に
關
す
る
講
義
し
：

 

.

r

g

(

八
七

ly



ユ
.ぺ
;1
>5コ
ァ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
わ
衞
故
紕
訃
ぃ
に
關
す
か
.嘗

し

 

、

V
—

.六

へ

八

七U). 

c
oll

ectivesli

旨aines 〕

と
淀
義
さ
れ
て
ゐ
る
.が
、
動
も
す
れ
ば
と
の
語
が
廣
義
の
人
口
學
と
混
同
さ
れ
る
事
實
に
照
し
、
右
の
宛 

義
は
最
も
簡
明
に
そ
の
本
質
を
傅
へ
た
も
の
と
認
め
て
ょ
か
ら
ぅ
.。
更
に
.最
後
に
調
査
の
■.整
理
に
用
ひ
ら
れ
る
各
種
機
械
.の
說
明
が
附 

い
て
ゐ
る
。

.
•

，第
二
册
は
人
口
統
訐
の
蒐
集
を
論
じ
，
.前
編「

人
口
靜
態」

で
は
第一

章
に
佛
蘭
西
.に
於
け
る
國
勢
調
査
..の
變
遷
を
述
べ
た
後
、
特
に 

1

九
三一

年
及
び
三
六
年
の
國
勢
調
査
に
つ
.い
て
極
め
て
詳
細
に
そ
.の
手
續
を
說
明
し
、
次
で
第
二
章
に
他
の
.諸
國
の
各
種
の
方
法
を 

紹
介
し
併
せ
て
調
査
費
の
比
較
に
も
觸
れ
て
ゐ
る
。
後
編
の〔

人
，.ロ
動
態」

で
は
第
一
窜
で
出
生
.死
亡

，
姻

婚

.
離
婚
の
集
計
法
を
記
し
、
 

現
に
佛
蘭
西
W
行
は
れ
て
ゐ
る
調
查
票
の
.雛
形
を
揭
げ
て
詳
細
に
そ
の
手
續
を
說
明
す
る
と
共
に
.、
他
の
國
々
の
.調
査
法
に
も
言
及
し 

て
ゐ
る
。
第
二
章
ば
移
住
統
fi
t
を
主
題
と
し
、
最
初
に
國
外
移
住
を
、
次
.で
國
內
移
住
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
が
、
特
に
國
外
移
住
の
統
評 

の
作
成
に
伴
ふ
周
知
の
®
難
に
つ
い
.て
相
當
の
頁
を
費
し
て
ゐ
る
。
即
ち
か
、
る
統
計
.に
は
直
接
に
求
め
る
方
法
と
間
接
.に
求
め
る
方 

法
.が
あ
り
、
前
者
は
2
出
發
地
に
.於
て
、
(2
)
國
境
に
於
て
、
(3
)
到
着
地
.に
於
，て
調
査
す
る
三
つ
の
場
合
が
あ
り
、
後
者

.は
(1
)
ニ
度
の
國 

勢
調
杏一

の
比
較
か
ら
，.§

外
人
及
び
歸
化
人
'の
統
nt
か
ら
求
め
ら
れ
る
ニ
つ
の
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
.國
外
移
住
統
計
■は
特
に
國
.際 

間
の
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
る
性
質
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
'從
つ
て
調
査
方
法
の
不
統I

は
一
日
も

.早
く

.是
；止
さ
る

.べ

..き
必
耍 

が
あ
る
.の
'で
あ
つ
て
、
國
際
統
評
局
や
國
際
勞
働
局
な
.ぞ
は

屢

々
、こ
れ
が
：方
法
を
提
案
し
て
ゐ
る
が
、

不
幸
に
し
て
今
迄
の
と
と

‘ろ
 ̂

.等
具
體
的
効
搌
を
擧
げ
て
ゐ
な
い
o 

一
:

,

'

.第
三
册
に
於
て
は
、
先
づ
各
國
に
つ
；

S
V

往
時
か
ら
の
人
口
.の
增
加
狀
態
を
表
示
す
る
。
.次
で
各
國
の
人
口
分
布
を
ば
種
.々
の
觀
點 

か
ら
眺
察
し
.-特
に
人
口
の
都
市
集
屮
の
傾
'向
を
明
か
に

し

て

ゐ

る

O

次
.で
人
口
の
主
た
る
特
徵
即
ち
體
性
•年
齡
•婚

姻

關

係

•
出

生

地 

國
籍
•言
請
••敎
育
程
度
•宗
敎
•職
業
蚤
帶

•住
居
等
を
擧
げ
て
”
更
に
こ
れ
ら
の
國
際
的
比
較
を
行
つ
て
ゐ
る
。
最
後
は
主
要
國
家
の

移
住
來
住
の
狀
態
で
、
特
に
十
九
世
紀
以
降
の
合
衆
國
へ
の
流
出
.、
支
那
及
び
日
本
か
ら
の
流
出
、
怫
蘭
西
へ
の
流
人
の
眞
相
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

第
四
册
に
移
つ
て
問
題
は
次
第
に
塔
門
化
さ
れ
、
婚
姻
と
離
婚
、
出
生
率
と
多
產
率
に
關
す
る
渗
種
的
な
る
銃
計
的
硏
心
九
が
展
開
さ 

れ
て
ゐ
る
。
就
中
戰
帮
、
法
律
、
經
濟
組
織
、
季
節
、
習
慣
、
宗
敎
等
が
出
生
率
に
與
へ
る
影
響
と
か
、
體
性
及
年
齡
別
の
婚
姻
率
と 

か
7
婚
姻
遍
續
期
間
と
か
は
最
も
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
特
に
氏
が
出
生
現
象
を
出
生
率
、
婦
人
の
多
產
率
及
び
婚
姻
の
生
產
率 

の
如
き
異
る
掘
點
か
ら
考
察
し
た
の
は
極
め
て
暗
示
的
で
あ
る
。
本
書
の
う
ち
に
明
示
さ
れ
た
前
同
大
戰
の
人
口
に
與
へ
た
影
響
"
即 

ち
與
兒
出
坐
の
相
對
的
增
大
、
私
生
子
及
び
複
產
の
增
加
等
は
、
今
次
大
戰
の
終
了
後
に
於
け
る
交
戰
諸
國
の
人
口
様
態
に
も
必
ず
現 

は
れ
る
で
あ
ら
う
0
’と
れ
ら
は
戰
後
の
人
口
政
策
を
問
題
と
す
る
に
當
つ
て
好
個
の
資
料
た
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
述
べ
た
通
り
、
本
書
の
最
後
の
部
分
に
當
る
ニ
册
は
未
刊
で
あ
る
o(

或
ひ
は
旣
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
少
く
と 

も
私
の
手
許
へ
は
屆
い
て
ゐ
な
い
。
今
年
に
な
つ
て
か
ら
歐
洲
か
ら
の
發
送
は
餘
程
困
難
ら
し
く
、
豫
約
書
の
殆
ど
全
部
が
未
着
で
あ 

る)

。
故
に
本
書
の
'價
値
に
つ
い
て
何
等
か
の
斷
定
を
下
す
こ
と
は
尙
早
で
あ
る
'が
、
併
し
上
記
の
旣
刊
分
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
恐
ら
く 

は
人
口
統
計
に
關
す
る
最
良
の
書
、
乃
至
は
少
く
と
も
そ
の一

つ
と
認
め
て
謬
り
は
な
か
ら
う
。

な
ほ
本
*
の
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
上
記
の
叢
書
は
、
そ
の
七一

〇
號
か
ら
七一

七
號f

で
の
八
卷
を
、

一
九
三
七
年
巴
里
に
開
か
れ
た 

國
際
人
口
會
議
の
報
告
に
充
て
、
ゐ
る
。

ユ
べ
ル
の
上
記
の
書
と
共
に
併
せ
讀
ま
れ
る
な
ら
ば
、
人
口
に
關
す
る
最
もu

p-t
o-date

の 

知
識
を
得
る
と
と
が
出
来
よ
う
。
.
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